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　広島大学フェニックス
協力会の「イノベーショ
ン研修プログラム」が、
平成26年10月25日付の中
国新聞朝刊に掲載されま
した。「地域とのつなが
り」をキーワードに、産
学連携研修として地域の
会員企業向けに月１回の
研修を行っている旨が紹
介されたものです。
　今回の「つながる」で
は、イノベーション研修
プログラムを特集。今後
より多くの会員企業の皆
様にご参加頂き、少しで
も技術力向上等に貢献出
来たらと思います。
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　10月に初めての北海道旅行へ行って参りました。ラーメン、ジンギスカン、海
鮮丼、スープカレー、お寿司、ソフトクリーム……と、何を食べても外れ無しの
充実した旅行でした。心なしか一回り大きくなったと感じるお腹まわりを見なが
ら、楽しかった旅行を思い出す今日この頃です。 （T.N）

産学官連携推進研究協力会の今後の活動予定をお知らせいたします。ご興味をお持ち頂けたイベントにはぜひご参加下さい。

これからの活動（イベント）情報

   

12
月

1 地域企業若手技術者向けイノベーション研修（第41回）
　 数値流体力学の基礎
　　　　12月８日（月）　17：00～19：00 　　　　産学・地域連携センターVBLオフィス
　　　　工学研究院　尾形　陽一 准教授
日　時 場　所

講　師

産学官連携推進研究協力会についての入会方法および活動情報のURLは http://kyoryoku.hiroshima-u.ac.jp/ をご参照ください。

これらの情報は、HPをご覧ください。　http://www.hiroshima-u.ac.jp/sangaku/

   

１
月

1 地域企業若手技術者向けイノベーション研修（第42回）
　 数値流体力学の工学的応用に向けて
　　　　１月13日（火）　17：00～19：00 　　　　産学・地域連携センターVBLオフィス
　　　　工学研究院　尾形　陽一 准教授
日　時 場　所

講　師

研究員を紹介致します。第２回は池田弘昭氏。

担当業務： 経済産業省より受託の産学連携評価モデ
ル実証事業の推進

　　　　　「レーザ高度応用研究会」 の実証試験担当
職歴と技術分野：
・ コニカ（現在コニカミノルタ）にてプリンター開発
に携わった後、三菱重工業にて光学関連技術開発に
携わる、現在、広島国際大学非常勤講師

池田　弘昭  Hiroaki Ikeda
【専門】プリンター関連技術、光学応用技術
【資格】小型船舶２級
ひとこと：
　やるべき事よりやりたい事。
　やりたい事を一緒に探して行きましょう。

TEL：082-424-4309
E-mail: hiroaki@hiroshima-u.ac.jp

中国新聞（2014 年 10 月 25 日）

中国新聞に

掲載されました！
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　　広島大学研究成果集発行について
　このたび、本学教員の研究成果の概要をとりまとめた「2014 年度版広島大学研究成果集」をデジタルブック形式にて出版しました。
　「ライフサイエンス系」（187 件）、「理工学系」（「環境・エネルギー」「ものづくり、製造」「材料・デバイス・装置」「機械」「建築・土木」
「情報・通信」「計測・分析」の分野を含む）（97 件）、「社会科学・人文化学系」（70 件）の３部構成です。
　本成果集により、広島大学の研究成果を広く紹介し、産学官連携の強化を図るとともに、さらなる研究のレベルアップを図りたいと
考えます。産業界との連携推進のツールとして活用し、共同研究・技術移転など会員の
皆様との更なる連携を進めたいと考えております。ご一読頂き、ご関心のあるテーマ・
研究者がございましたら、是非ご一報頂ければ幸甚です。

http://scatalog.hiroshima-u.ac.jp/fi les/ebook/results2014-1/「ライフサイエンス系」
http://scatalog.hiroshima-u.ac.jp/fi les/ebook/results2014-2/「理工学系」
http://scatalog.hiroshima-u.ac.jp/fi les/ebook/results2014-3/「人文・社会科学系」

お知らせ

中国新聞（2014 年 10 月 25 日）

地域企業若手技術者向けイノベーション研修プログラム特集
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活動報告（9～10月）
第１回レーザ高度応用研究会開催報告

　平成26年９月17日（水）10：00より、広島大学産学共同研究オフィスにて、第１回レーザ高度応用研究会が開催されました。
　本研究会は、経済産業省「平成26年度産学連携評価モデル・拠点モデル実証事業（モデル実証事業）」の採択を受けまして、
レーザ加工分野に幅広く応用する事を目的として設立したものです。
　第１回研究会には、計34名（21
機関）のご参加を頂き、各会員企
業の研究テーマを発表頂いた後、
研究会の運営方法について活発な
協議を行いました。本研究会では、
10月よりYAGレーザを用いた実験
を既に開始しており、今後は CO2
レーザや Tmレーザも導入して会
員企業の要望に応じた様々な実験
を行う予定です。

地域企業若手技術者向けイノベーション研修プログラム

　第38回 （平成26年９月16日） の講師は、前回に引き続き工学研究院の山本透教授。「〔制御技術〕 を使う」 と題して研
修を行いました。基本的なフィードバック制御技術であるPID制御は産業界で最も広く使用されている制御技術です。
　本研修では、この PID 制御を取り上げ、PID 制御器の基本構造、ならびに PID 制御系の基本的な設計法を解説す
ると共に、実験システムを用いた設計演習を通して、一通りの制御系設計法（設計手順）を学習しました。

　第39回 （平成26年10月14日） からの講
師は、 工学研究院の池田隆教授。「回転
機械の振動 （Ⅰ）」 と題して研修を行いま
した。
　簡単な回転軸系（ジェフコットロータ）
におけるたわみ振動と傾き振動を対象と
し、回転軸系の固有振動数、ジャイロ作
用、不釣合い応答について解説しました。
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上司の勧め、社内公募といった
研修参加への組織的な
支援体制が窺える
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工学一般の知識習得、
技術動向把握が
大半を占める

今後の希望も
同様の傾向だが、
開発事例のように、
より具体的な内容も
求められている

地域企業若手技術者向けイノベーション研修プログラム 概要

対 象 者：広島大学フェニックス協力会会員企業の
　　　　　若手～中堅クラスの技術者の方
登録者数：累計 183 名（平成 26 年 10 月 31 日現在）
日　　時：毎月第二月曜日（祝日等の場合は翌日）
　　　　　17 時～19 時
場　　所：広島大学 VBLオフィス２階セミナー室
受講費用：無料

＜特徴＞
・ 多忙な日常業務と両立させ、時間的にフレキシブルな利用が可能
・ ものづくりに有用な、系統的かつ継続的な研修の機会を提供
・ 大学の幅広い人材と接点を持ち、大学における人脈形成が可能
・ 協力会員に無料で提供

地域企業若手技術者向けイノベーション研修プログラム　ア ン ケ ー ト 結 果




